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(57)【要約】
【課題】本発明は、現状回復等の内装工事において関係
者が集中的、効率的に発注、受注、作業することができ
、同時に費用の明確化、低減を達成し得る内装工事管理
システムに関する。
【解決手段】本発明の内装工事管理システムは、施主か
ら提供された各物件内の図面情報を登録する図面登録手
段と、実際に撮影された前記各物件内の撮影写真に基づ
く撮影情報を登録する写真登録手段と、前記図面登録手
段と前記写真登録手段とで登録された図面及び／又は撮
影写真に基づいて現状回復作業の決定及び各現状回復作
業を行う範囲の寸法を設定し、設定された寸法情報から
各現状回復作業に必要として選定された商品の少なくと
も商品リスト、数量及び価格を表示した見積書を作成し
、所望しない商品については削除して見積書を再作成す
る見積作成手段と、前記選定された商品と寸法情報とに
基づいて現状回復作業スケジュールを作成する工程表作
成手段と、を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　施主から提供された各物件内の図面情報を登録する図面登録手段と、
　実際に撮影された前記各物件内の撮影写真に基づく撮影情報を登録する写真登録手段と
、
　前記図面登録手段と前記写真登録手段とで登録された図面情報及び／又は撮影情報に基
づいて現状回復作業の決定及び各現状回復作業を行う範囲の寸法を設定し、設定された寸
法情報から各現状回復作業に必要として選定された商品の少なくとも商品リスト、数量及
び価格を表示した見積書を作成し、所望しない商品については削除して見積書を再作成す
る見積作成手段と、
　前記選定された商品と寸法情報とに基づいて現状回復作業スケジュールを作成する工程
表作成手段と、を備える、内装工事管理システム。
【請求項２】
　前記写真登録手段で登録される撮影情報は、予め規定する位置に１つ以上の基準点を設
定して撮影されており、該基準点に対応する図面情報内の位置を検出することで寸法情報
を設定又は補正する寸法測定手段を有する、請求項１に記載の内装工事管理システム。
【請求項３】
　前記写真登録手段は、所定の設置ポイント周りを軸回転しながら所定回転角度ごとにパ
ノラマ画像を撮影する３６０°撮影カメラ、及び前記設置ポイントから撮影対象までの距
離を測定する赤外線センサを備える三次元赤外線カメラ（３Ｄ赤外線カメラ）と、該三次
元赤外線カメラで撮影した複数のパノラマ画像の組み合わせ及び前記赤外線センサで測定
した撮影対象までの距離に基づいて各物件内の三次元モデリングをして該物件のＶＲ画像
を生成する、請求項１に記載の内装工事管理システム。
【請求項４】
　前記図面登録手段は、登録された各物件の図面情報と該物件のＶＲ画像とを重ね合わせ
、前記三次元赤外線カメラで測定した寸法を表示する、請求項３に記載の内装工事管理シ
ステム。
【請求項５】
　各現状回復作業に必要な商品と、選択された各商品あたりの各現状回復作業に対応する
作業時間と、を設定する商品情報設定手段を有し、
　前記工程表作成手段は、各現状回復作業の工程順を決定し、前記商品情報設定手段で設
定された各商品あたりの作業時間及び前記寸法測定手段で測定された寸法情報から各現状
回復工程の作業時間を算出し、算出された各現状回復工程の作業時間から現状回復作業工
程全体の作業時間を算出する、請求項１～４のいずれか１項に記載の内装工事管理システ
ム。
【請求項６】
　内装工事作業者ごとに複数の請負条件を予め設定することができ、請負条件を満足する
内装工事作業者を抽出することができる内装工事作業者管理手段を備え、
　共有権限を有することを条件として前記図面情報及び前記撮影写真情報と、前記見積書
及び工程表及び内装工事作業者及びその請負条件と、を表示する情報表示手段を有する、
請求項１～５のいずれか１項に記載の内装工事管理システム。
【請求項７】
　前記内装工事作業者管理手段は、現状回復作業工程完了後に施主による内装工事作業者
の評価を登録・更新し、更新された評価を表示する、請求項１～５のいずれか１項に記載
の内装工事管理システム。
【請求項８】
　施主から提供された各物件内の図面情報を登録する図面登録手段と、
　実際に撮影された前記各物件内の撮影写真に基づく撮影情報を登録する写真登録手段と
を備え、
　少なくとも前記図面登録手段と前記写真登録手段とで登録された図面情報及び／又は撮
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影情報に基づいて提案されたリノベーション工事を登録・表示し、
　少なくとも提案されたリノベーション工事から施主が選定した図面及び／又は前記写真
登録手段で登録された撮影情報に基づいてリノベーション工事に必要として選定された商
品の少なくとも商品リスト、数量及び価格を表示した見積書を作成し、所望しない商品に
ついては施主が削除した場合には見積書を再作成する見積作成手段と、を備える、内装工
事管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
 本発明は、不動産物件の入居者退出後に行う所謂現状回復等の内装工事において関係者
が集中的、効率的に発注、受注、作業することができ、同時に費用の明確化、低減を達成
し得る内装工事管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
賃貸住居は入居者の退去時に不動産会社等の管理会社が施主となってその物件の現状回復
を行う必要がある。現状の現状回復では、施主が工務店に現状回復の依頼し、その後に施
主及び／又は工務店が物件の現地確認し、現状回復工事を担う作業者（職人や下請け業者
（以下、単に「職人」とも称す。））が現地確認・採寸の結果に基づいて見積書を作成し
て工務店に連絡し、この見積書を取りまとめた工務店を介して施主が比較検討してオーナ
ーの承認を得て工務店との工事契約がなされていた。
【０００３】
　しかしながら、現状の現状回復に関する商慣行では施主側（及びオーナー側）としては
、元請け、二次請け、三次請けなどの関係が構築されるなど手続きが煩雑で無駄なコスト
が発生することや、作業がブラックボックス化して見積費用の詳細が不明瞭になること、
などの問題があった。
【０００４】
　また、実際に現状回復作業を担う職人側にとっては現状の商慣行では所謂下請け（二次
請けや三次請けなど）であるため安定した受注の確保が難しく、能力ある者であっても独
立開業できない状況であった。これに加えて職人は施主から直接作業依頼されていないた
め顧客の顔が見えず、施主に対する貢献感をもって仕事に向かうことできず、モチベーシ
ョンの向上の阻害要因にもなっていた。また昨今、不人気職種であることや少子化の影響
から職人を含む建設就労者の絶対数自体が減少しており、元職人や外国人就労者を積極的
に受け入れていく必要性も生じている。
【０００５】
　さらに、不動産業界や建設業界は他業種と比しても上記のような旧来的アナログな商慣
行に依存しており、ＩＴ化による作業効率化が遅れている現状がある。したがって、現状
回復作業工程をＩＴ化するプラットフォームの構築は、長時間労働の低減しつつ作業性の
確保した働き方の改革を目指す社会的要請の一助になると考えられる。 
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１５－４５９６４号公報
【特許文献２】特開２００６－１８８０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記実情に鑑みて現状回復等の内装工事における新たなワークフローを創作し
たものであって、施主、職人等の関係者が集中的、効率的に発注、受注、作業することが
でき、同時に費用を迅速且つ明確に示しつつ、全体としての労力・コストを低減し得る内
装工事管理システムを提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は創作されたものであり、
　具体的に本内装工事管理システムは、施主から提供された各物件の図面情報を登録する
図面登録手段と、実際に撮影された前記各物件の撮影写真情報を登録する写真登録手段と
、前記図面登録手段と前記写真登録手段とで登録された図面及び／又は撮影情報に基づい
て現状回復作業の決定及び各現状回復作業を行う範囲の寸法を設定し、設定された寸法情
報から各現状回復作業に必要として選定された商品の少なくとも商品リスト、数量及び価
格を表示した見積書を作成し、所望しない商品については削除して見積書を再作成する見
積作成手段と、前記選定された商品と寸法情報とに基づいて現状回復作業スケジュールを
作成する工程表作成手段と、を備えている。
【０００９】
　本発明の内装工事管理システムでは、施主から提供された物件内の図面情報と本内装工
事管理システムの管理業者（又は管理者から撮影機材が提供された施主）が撮影した３６
０°撮影写真又は３６０°撮影写真から生成されたＶＲ画像等に基づいて物件内の寸法が
設定され、現状回復に必要な商品を選定して見積書が作成・再作成されるため、従来のよ
うに施主、工務店、職人を別々に現地確認・寸法測定し、工務店を介して職人からの見積
書が施主に渡るという煩雑な工程を排除でき、費用の詳細も統一システム内で明確になり
、その見積書で請け負える職人を選定・管理できるため施主にとって有利である。また、
本内装工事管理システムでは工程表も迅速に提供されるため空き家を長期間望まないオー
ナや借主の内覧状況を見て現状回復作業を決定したいオーナーにも有利である。
【００１０】
また、本内装工事管理システムでは、写真登録手段で登録される撮影写真は、予め規定す
る位置に１つ以上の基準点を設定して撮影されており、該基準点に対応する図面情報内の
位置を検出することで寸法情報を設定又は補正する寸法測定手段を有することが好ましい
。
【００１１】
　この内装工事管理システムによれば、物件内の写真撮影時に実際に現地で職人等が寸法
確認する際に基準とする天井位置や部屋の隅などに基準点を設け、この基準点を含めて３
６０°写真画像を撮影しておけば、図面内の対応位置と撮影画像との位置関係が明確にな
り、高精度の寸法情報を自動的に提供することができる。
【００１２】
　また、他の例として前記写真登録手段は、所定の設置ポイント周りを軸回転しながら所
定回転角度ごとにパノラマ画像を撮影する３６０°撮影カメラ、及び前記設置ポイントか
ら撮影対象までの距離を測定する赤外線センサを備える三次元赤外線カメラ（３Ｄ赤外線
カメラ）と、該三次元赤外線カメラで撮影した複数のパノラマ画像の組み合わせ及び前記
赤外線センサで測定した撮影対象までの距離に基づいて各物件内の三次元モデリング（３
Ｄモデリング）をして該物件のＶＲ画像を生成する、こともできる。
【００１３】
　すなわち本システムでは、写真登録手段において３Ｄ赤外線カメラを用いて撮影した複
数のパノラマ画像と赤外線カメラで測定した寸法データとから３Ｄモデリング（後述）し
て物件内のＶＲ画像を生成している。これにより、見積書作成前に物件内の３次元画像を
施主や職人等に提供することができ、その寸法も自動で物件図面及びＶＲ画像に表示する
ことができる。
【００１４】
　上述する３Ｄ赤外線カメラを用いた場合、前記図面登録手段は、登録された各物件の図
面情報と該物件のＶＲ画像とを重ね合わせ、前記三次元赤外線カメラで測定した寸法を表
示することもできる。
【００１５】
　生成されたＶＲ画像は、室内外等の輪郭に施主から提供された物件図面を重ね合わせて
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従来より見慣れた物件図面として提供することができ、その物件図面に三次元赤外線カメ
ラで測定された寸法データを表示することもできる。また、ＶＲ画像の室内外の輪郭を明
白にし、ＶＲ画像に提供された物件図面を重ね合わせてフィッティングし、ＶＲ画像にお
ける室外データを排除してトリミングすることもできる。
【００１６】
　また本内装工事管理システムは、各現状回復作業に必要な商品と、選択された各商品あ
たりの各現状回復作業に対応する作業時間と、を設定する商品情報設定手段を有し、前記
工程表作成手段は、各現状回復作業の工程順を決定し、前記商品情報設定手段で設定され
た各商品あたりの作業時間及び前記寸法測定手段で測定された寸法情報から各現状回復工
程の作業時間を算出し、算出された各現状回復工程の作業時間から現状回復作業工程全体
の作業時間を算出する、場合もある。
【００１７】
　この内装工事管理システムでは、各現状回復作業の必要な商品と各現状回復作業にその
商品単位を使用すると要する作業時間を設定しておき、各現状回復作業範囲の寸法情報か
ら得た必要な商品数に応じた各現状回復作業の作業時間を算出し、同様に工程順に別の現
状回復作業の作業時間も算出し、全ての現状回復作業工程及び要する作業時間を自動的に
短時間で施主及びオーナーに提供することができる。現状回復作業は、物件内の場所によ
り異なる作業を要するが、それぞれの作業に必要な商品と対応する作業に必要な時間を商
品一単位に紐づけて予め設定しておけば作業範囲分の商品量と作業時間とを得ることがで
き、これを異なる作業の現状回復場所でも順次算出すれば、統一的な目安としての工程ス
ケジュールを自動的に提示することができ、本内装工事管理システムで提示された工程を
職人に遵守させることができる。
【００１８】
　また、本内装工事管理システムでは、内装工事作業者ごとに複数の請負条件を予め設定
することができ、請負条件を満足する内装工事作業者を抽出することができる内装工事作
業者管理手段を備え、共有権限を有することを条件として前記図面情報及び前記撮影写真
情報と、前記見積書及び工程表及び内装工事作業者及びその請負条件と、を表示する情報
表示手段を有しても良い。
【００１９】
　この内装工事管理システムによれば、施主、職人、オーナーともに統一的なサイトで現
状回復に関する情報を共有することができたり、情報を分けて共有することができるため
、統一的に同じサイトで現状回復ワークフローを管理することができる。また、例えばオ
ーナーの共有権限を物件の図面情報及び撮影写真情報のみとし、見積書や工程表等を確認
できる施主や職人とは共有する情報を分けてビジネス実情に合致させることも可能である
。
【００２０】
　さらに本内装工事管理システムにおいて、前記内装工事作業者管理手段は、現状回復作
業工程完了後に施主による内装工事作業者の評価を登録・更新し、更新された評価を表示
する、ことが好ましい。
【００２１】
　この機能では職人（内装工事作業者）の事後評価が表示されるため施主にとっても本シ
ステムの活用に対する信頼性を確保することができ、職人にとっても施主と直接繋がり評
価を得ることができるためモチベーションの維持及び技術向上を促すこととなる。さらに
、職人の評価が明確になるため元職人や外国就労者が登録されていても施主の安心感を維
持することができるとともに職人側も技術力さえあれば受注を得ることができ、技術向上
のみに集中することができる点でも有利である。
【００２２】
　また、本発明のリノベーション工事では、施主から提供された各物件内の図面情報を登
録する図面登録手段と、
　実際に撮影された前記各物件の撮影写真に基づく撮影情報を登録する写真登録手段とを
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備え、
　少なくとも前記図面登録手段と前記写真登録手段とで登録された図面及び／又は前記写
真登録手段で登録された撮影情報に基づいて提案されたリノベーション工事を登録・表示
し、
　少なくとも提案されたリノベーション工事から施主が選定した図面に基づいてリノベー
ション工事に必要として選定された商品の少なくとも商品リスト、数量及び価格を表示し
た見積書を作成し、所望しない商品については施主が削除した場合には見積書を再作成す
る見積作成手段と、を備える。
【００２３】
　第二の本発明としてのリノベーション工事管理システムでは、リノベーション工事につ
いても見積書の作成まで仲介・管理することができる。リノベーション工事についても従
来、施主が職人（図面設計者も含む）を直接選定し、何度も設備等の選定や見積書作成を
し、受注契約を行う必要があったが、本システムを活用すれば本システムを介するだけで
施主と職人側とが受注契約できるのみならず、本システムを介してコンペ形式で全国のプ
ロ／アマの設計者を競争させて、より良いものを施主に提供することもできる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の内装工事管理システムによれば、現状回復等の内装工事における新たなワーク
フローとして、施主、職人等の関係者が集中的、効率的に発注、受注、作業することがで
き、同時に費用を迅速且つ明確に示しつつ、全体としての労力・コストを低減し得る内装
工事管理システムを提供することができる。さらに、本発明のリノベーション工事管理シ
ステムで本システムを介するだけで施主は管理画面上で見積書を見ながら設備選定ができ
、職人側との受注契約も行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】従来の現状回復工事管理についてのフロー図である。
【図２】本発明の内装工事管理システムにおける現状回復作業工程のフロー図である。
【図３】本内装工事管理システムの管理画面におけるパーソナルコンピュータ又はスマー
トフォンのディスプレイに表示されたトップページを例示している。
【図４】本内装工事管理システムの管理画面におけるパーソナルコンピュータ又はスマー
トフォンのディスプレイに表示された「ＶＲ画像のアップデート＋編集」ページを例示し
ている。
【図５】本内装工事管理システムの管理画面におけるパーソナルコンピュータ又はスマー
トフォンのディスプレイに表示された「ＶＲメニュー」からの「マッピング管理」画面を
例示している。
【図６】本内装工事管理システムの管理画面におけるパーソナルコンピュータ又はスマー
トフォンのディスプレイに表示された施主及び本システムで入力・編集・作成した物件情
報や図面、画像等の「案件詳細」ページを例示している。
【図７】本内装工事管理システムの管理画面におけるパーソナルコンピュータ又はスマー
トフォンのディスプレイに表示されたアップロードされた３６０°撮影画像を編集する「
ＶＲエディット」ページを例示している。
【図８】本内装工事管理システムの管理画面におけるパーソナルコンピュータ又はスマー
トフォンのディスプレイに表示された実際に作成された見積書を例示している。
【図９】本内装工事管理システムの管理画面におけるパーソナルコンピュータ又はスマー
トフォンのディスプレイに表示された職人が一覧表示されたページを例示している。
【図１０】本内装工事管理システムにおいて見積書を作成する工程を示すフロー図例であ
る。
【図１１】図１０に示すフロー図の続きのフローを示している。
【図１２】本内装工事管理システムにおける在庫管理工程を示すフロー図例である。
【図１３】本内装工事管理システムにおいて職人の選定工程を示すフロー図例である。
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【図１４】第二の本発明としてのリノベーション工事管理システムにおけるリノベーショ
ン工事のフロー図である。
【図１５】（ａ）には３６０°撮影写真、ＶＲ画像の作成を行うための３Ｄ赤外線カメラ
の写真図、（ｂ）には３Ｄ赤外線カメラによる物件内の撮影画像から作成されたＶＲ画像
例、（ｃ）には物件図面における各寸法測定・表示した様子を示している。
【図１６】３Ｄ赤外線カメラにより３６０°撮影画像を作成し、これをモデリングして３
ＤのＶＲ画像を作成するフロー図を示している。
【図１７】図１６のＳ５１～Ｓ５６の工程で収集できたデータを基にＳ５７の３Ｄモデリ
ングしていく様子をタブレット端末のディスプレイ上の画面で例示している。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明における実施形態について、図面を参照して説明する。なお、本実施形態
の内装工事管理システムは、インターネット上でスマートフォン用アプリ及びこれと同期
するパソコン端末でのソフトウェアとして提供されるものであり、これがダウンロードさ
れてインストールされたものである。
【００２７】
　まず、従来の内装工事管理、特に現状回復工事管理について図１を参照しつつ概説する
。一般的に施主（管理会社）は現状回復を希望する際、過去に取引した工務店や新規に抽
出した工務店から自身で選んだ工務店に物件の住所を特定して現状回復作業を依頼する（
ＳＴ１）。その後、依頼された工務店は現地確認を行い物件の現状を把握する（ＳＴ２）
。この現状確認は、施主も行う場合や過去取引した物件等では施主が撮影した写真画像を
工務店が確認する簡易の現状確認の場合もある。
【００２８】
　工務店や施主の現状確認が実行されると次に内装職人や下請け業者（以下、単に「職人
」とも称する。）が現地確認を行う。職人は最初に過去に取引した又は新規に抽出した中
から工務店又は施主が現地確認の結果、現状回復作業に必要な１又は複数の職人を選んで
依頼する。依頼された職人はそれぞれ現地確認する際に、自己の能力で可能な作業範囲や
必要作業・材料を確認し、現場の採寸を行う（ＳＴ３）。その結果、作業工期やコストを
算出して見積書を作成し（ＳＴ４）、見積書がそれぞれの職人から工務店に提供される。
【００２９】
　工務店は、職人から得た見積書に自己の手数料等を追加して工務店名義の見積書を発行
する（ＳＴ５）。現状回復作業の種別に応じて複数の職人を用いる場合や複数の職人を使
って所謂合い見積もりを作成させた場合には、工務店がそれぞれの職人からの見積書を取
りまとめ、それぞれの作業自己の手数料を追加した見積書を発行することとなる。工務店
が発行した見積書は施主に提供される。
【００３０】
　施主は工務店から提供された見積書を比較検討し（ＳＴ６）、施主が了承するとオーナ
ーの承認を受けることとなる（ＳＴ７）。オーナーの承認が得られると施主は工務店と現
状回復作業の受注契約を締結し（ＳＴ８）、それを受けて工務店は各職人とに受注契約を
締結する（ＳＴ９）。受注契約の締結後、職人は見積書作成段階（ＳＴ４）で必要とした
資材を業者に発注し（ＳＴ１０）、自己が担当する現状回復工事を実施する（ＳＴ１１）
。各職人の現状回復工事が完了したら職人立会いの下、工務店により現場の完了検査が行
われ（ＳＴ１２）、工務店が完了確認すると工務店立会いの下、施主により現場の完了検
査が行われる（ＳＴ１３）。施主により工事完了が確認されると施主から工務店の見積書
（又は請求書）に応じた現状回復作業費用が決済され（ＳＴ１４）、工務店から職人の見
積書（又は請求書）に応じた現状回復作業費用が決済される（ＳＴ１５）。
【００３１】
　概ね以上が従来の現状回復工事の工程フローとなる。次に、本発明の内装工事管理シス
テム（以下、「本システム」とも称す）を活用した現状回復工事の工程フローについて図
２を参照しつつ例示説明する。なお、本システムによる制御フローについては後述する。
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なお、図２において実線で示す工程（ＳＴ）は本システムが介在するものであり、破線で
示す工程は本システムに入力等する材料準備のものとして位置づけられる。
【００３２】
　まず、賃借人又はオーナーから退去の旨が通知されると本システムを活用した現状回復
工事を望む施主は、本システムに物件の図面情報を登録する（ＳＴ１０１）。施主は、予
め登録された施主ＩＤ及びパスワードを入力して本システムによる管理を開始する。図３
には本システムの管理画面のパーソナルコンピュータ又はスマートフォンのディスプレイ
に表示されたトップページを例示している。トップページの「施主（リフォームを依頼し
たい方）」の項目をクリックした施主は、「新規案件登録」の項目（図４参照）をクリッ
クして開いたページ（図示せず）から「物件名」、「号室（部屋番号）、「住所」、「内
覧方法」、「駐車場」等の基本情報を入力する（図示略）。
【００３３】
　さらに、施主は自分が所持する物件の建物外観や物件の外観等を登録する。具体的には
、上述の「新規案件登録」の項目を開いたページから「外観画像」の項目に建物や物件の
外観画像をアップロードする。また、物件の図面についても同様に「図面」の項目にアッ
プロードし、図面を所持していない場合には、「図面がない」のチェックボックスをクリ
ックする（図示せず）。なお、退去立ち合いを希望する場合は、「退去立会も依頼する場
合」のチェックボックスをクリックする。以上により、図２に示す施主が行うＳＴ１０１
の図面情報等の基本情報登録が完了する。
【００３４】
　再び図２に戻って、施主が図面情報等の登録（ＳＴ１０１）が完了すると、施主が「退
去立会も依頼する場合」には本システムの管理者が退去日程を調整し、退去日に賃借人と
物件内の立会会を行う（ＳＴ１０２参照）。この工程は、「退去立会も依頼する場合」で
ない場合には、施主自体が行う。立会会が行われると物件内の現状の３６０°写真を撮影
する（ＳＴ１０３）。３６０°写真撮影は、本システムで使用する寸法測定やＶＲ画像表
示に用いるものである。この３６０°写真撮影は通常、本システムの管理者が行うが、本
システムの管理者が定める方法で施主自体が行う場合もある。この場合、施主は「新規案
件登録」の項目から「ＶＲ設定」の項目をクリックし、図４に例示する「ＶＲ画像のアッ
プデート＋編集」ページを開き、中央の点線範囲に３６０°撮影画像及び編集した画像を
アップロードする。アップロードされた写真は「ＶＲメニュー」からの「マッピング管理
」画面（図５参照）で図面内の各部屋ごとに対応・編集することができる。なお、施主が
３６０°撮影画像をアップロード（又はアップデート）した場合であっても実際のＶＲ画
像は、本システムで作成する（ＶＲ画像の作成・編集等については後述する）。
【００３５】
　上述するように施主及び本システムで入力・編集・作成した物件情報や図面、画像等は
、実際には「案件一覧」から図６に例示する「案件詳細」ページに一括表示される。この
ページには３６０°撮影写真から作成・編集されたＶＲ画像のうち左下段に示す番号に対
応するＶＲ画像が表示される。ＶＲ画像は、左下段に示す番号をクリックする各部屋等の
ＶＲ画像に切り替え表示される。なお、図６では図示しないが、ＶＲ画像の右上に図５で
登録された物件図面を縮小表示し、左下段の番号のＶＲ画像に対応する図面内の位置を表
示しても良い。
【００３６】
　ここで再び図２を戻る。本システムでは、３６０°撮影写真からＶＲ画像を作成するに
あたって、撮影位置（撮影部屋）における各寸法を測定する（ＳＴ１０４）。この寸法は
種々の方法で行われる。具体的には概ね、（１）本システムの「管理者」が物件内の「３
６０°撮影画像から」寸法測定する、（２）「施主」が物件内の「３６０°撮影画像から
」寸法測定する、（３）本システムの「管理者又は施主」が「現場で実寸法」を測定する
、これに加えて（４）特定の３Ｄ赤外線カメラを有する本システムの「管理者」又は該カ
メラが「管理者」から貸し出された「施主」が該カメラで撮影した物件内の「３６０°撮
影画像」から寸法を自動測定する、という４つのケースが考えられる。
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【００３７】
　（１）（２）の本システムの管理者や施主が物件内の３６０°撮影画像から寸法測定す
るケースやでは、まず前述のＳＴ１０３(図２参照)の際に本システム管理者又は施主が現
場の各位置（各部屋等）ごと所定位置に基準点を定めて３６０°写真撮影を行う。通常の
写真撮影画像では各撮影画像ごとにカメラ機器位置や機器の条件、画素数等が異なるため
物件内の壁等の距離が不明であり、撮影画像そのままでは画像上の相対的距離が絶対的距
離と合致しない。また、オプティカルフロー等写真画像から距離を推測する技術も存在す
るが画素数や自動補正手法等が異なるカメラによる写真画像から寸法を測定することは困
難である。また、指定のカメラと撮影条件とを撮影者に課すことも可能であるが、管理者
個々のバラつきも存在する。とりわけ（２）のケースである施主に撮影を任せた場合、撮
影機器や詳細条件を施主に課すことは本システムの使いやすさ、汎用性の点からも採用し
難い。その一方、現状回復作業の場合、必要な寸法は物件によらずある程度共通しており
、必要な部分のみの寸法がわかれば足りる。
【００３８】
　（１）（２）のケースにおける本システムでの３６０°撮影画像の撮影からの寸法測定
例を説明する。まず第一の寸法測定例について説明する。各部屋の３６０°撮影画像を撮
影する際、単なる箱状の部屋の場合、図面や図面と単なる撮影画像の対比から現状回復作
業が必要な箇所の概ねの寸法を測定することは可能であるが、図６に例示するような部屋
の場合、備え付けのキッチンや天井の段差や傾斜があり、図面だけでは現状回復作業に必
要な寸法測定が難しい。このような場合、図面から判断できる基準となる１つ以上の位置
を定め、この位置を基準点とすれば、撮影画像とそこに示された基準点（基準箇所）とか
ら部屋内の寸法を測定することができる。例えば、カメラ位置を基準点として図面内の対
応する位置を検出・設定すると、３６０°撮影画像上の各位置までの距離を測定すること
ができる。
【００３９】
　また、図６に示す部屋のように天井形状が通常でない場合などカメラ位置の固定とその
位置（基準点）の図面内での位置検出（設定を含む）だけで３６０°画像上の寸法測定が
難しい場合は、さらに他の基準点を設けた方が良い。例えば、基準点となる予め定めた部
材やマークを設置するルールを定めておく。具体的には、床又は天井の位置からの所定の
高さ位置に基準点を設けるとその位置での３６０°撮影画像上の距離から天井位置や他の
部材の位置を測定することができる。（２）のケースの場合、本システム管理者から事前
に基準点となる部材等を施主に配送し、基準点の設置方法やカメラの撮影方法について説
明することが望ましい。
【００４０】
　３６０°撮影を行うとその画像を図４で説明した「ＶＲ画像のアップデート＋編集」ペ
ージにアップロードする。アップロードされた３６０°撮影画像は図７に例示するような
「ＶＲ管理」ページから開いた「ＶＲエディット」ページで編集する。本システムの管理
者は、「数値」コマンドをクリックし、当該管理者又は施主から得た３６０°撮影画像上
から現状回復作業の対象となる箇所の寸法を測定（検出）し、画像上に表示する。この寸
法検出には上述した基準点などを活用し、算出する。また、本システムの管理者や施主か
らの特記事項がある場合には、「コメント」をクリックして画面上に特記事項を登録・表
示する。
【００４１】
　また、図６及び図７に例示する部屋のように天井に傾斜がある等の場合、後述する職人
が理解し易いように境界を縁取りすることも可能である。この場合、図７に示す「ＶＲエ
ディット」ページの「ライン」コマンドをクリックし、当該境界等に縁取りすることも可
能である。
【００４２】
　また、（３）のケースにおける本システムでの３６０°撮影画像の撮影の場合、現地で
実際に現状回復作業が必要な箇所の寸法を測定する。この場合、図７に例示する「ＶＲエ



(10) JP 2020-155124 A 2020.9.24

10

20

30

40

50

ディット」ページの「数値」コマンドをクリックし、現場で実際に測定した寸法データを
３６０°撮影画像上の該当場所に登録し、画像上に表示する。
【００４３】
　さらに（４）のケースにおける３６０°撮影画像の撮影、及びＶＲ画像の作成の場合、
上述したように特定の３Ｄ赤外線カメラで撮影した物件内の３６０°撮影画像から寸法を
自動測定し、物件内のＶＲ画像も自動作成する。
【００４４】
　ここで（４）のケースにおける３６０°撮影写真、ＶＲ画像の作成（及び物件図面の寸
法測定）について例示説明する。図１５（ａ）には３６０°撮影写真、ＶＲ画像の作成を
行うための３Ｄ赤外線カメラの写真図が示されており、図１５（ｂ）にはこの３Ｄ赤外線
カメラによる物件内の撮影画像から作成されたＶＲ画像を例示している。また、図１５（
ｃ）には物件図面における各寸法測定・表示した様子を示している。さらに、図１６は３
Ｄ赤外線カメラにより３６０°撮影画像を作成し、これをモデリングして３ＤのＶＲ画像
を作成するフロー図を示している。
【００４５】
　まず、図１６に示すように本システムの管理者等が、３Ｄ赤外線カメラを物件内の全貌
を見渡せる撮影ポイントを決定しておき、その撮影ポイントで該カメラを略目線高さで水
平になるように三脚等で設置する（Ｓ５１）。３Ｄ赤外線カメラは、建物内の正確な３Ｄ
データを生成できるカメラであり、３Ｄ赤外線深度センサと上方向、正面及び下方向のカ
メラとが搭載されている。とりわけ３Ｄ赤外線深度センサにより高さ、幅、奥行きなど距
離が正確に測定でき、収集されたデータを基に空間と物体とをモデリングできるものであ
る。
【００４６】
　３Ｄ赤外線カメラの操作は、専用のアプリケーションソフトウェアがインストールされ
たタブレット端末等で操作する。専用のアプリケーションソフトウェア上で３Ｄスキャン
のキャプチャーモードを開始すると（Ｓ５２）、３Ｄ赤外線カメラによる３６０°撮影写
真の撮影が開始する（Ｓ５３）。撮影時には３Ｄ赤外線カメラの本体がマウント上でパノ
ラマ雲台のように３６０°回転しながら所定の回転角度ごとに複数回のパノラマ画像を撮
影する（例えば６０°ずつ６回撮影（Ｓ５３））。この撮影の間、３Ｄ赤外線カメラの赤
外線センサによる距離測定も同時に行う（Ｓ５５）。
【００４７】
　撮影されたパノラマ画像はカメラ内部で画像処理され、３６０°撮影写真として上記ア
プリケーションソフトウェア上に作成・収集され（Ｓ５６）、タブレット端末のディスプ
レイを見てミスの有無をチェックでき、その場で再撮影の判断も可能である（図１６のフ
ロー図では省略）。既に撮影した他のポイントでの３６０°撮影写真と重ね合わせたてデ
ータ収集され（Ｓ５６）、３Ｄデータをモデリングする（Ｓ５７）。そして、物件内すべ
ての空間で３６０°撮影写真の撮影・スキャン・３Ｄモデリングが終了するまで、次の撮
影ポイントに移動し、その撮影ポイントでＳ５１～Ｓ５７までの工程を繰り返していく（
Ｓ６０）。
【００４８】
　３Ｄモデリングデータの作成（Ｓ５７）は、上記アプリケーションソフトウェアが撮影
されたパノラマ画像を受信すると、既にタブレット端末と通信する固定サーバやクラウド
サーバで集積記憶（更新含む）された他の撮影ポイントでのパノラマ画像（二次元データ
）から畳み込みニューラルネットワーク（ＣＮＮ）を用いて集積（学習）された室内画像
の特徴抽出、室内画像を分類・出力し、これと入力された新たな撮影ポイントでのパノラ
マ画像との誤差を算出して、誤差部分を補正しながら室内画像を重ね合わせて出力してい
る。
【００４９】
　図１７には、Ｓ５１～Ｓ５６で収集できたデータを基にＳ５７の３Ｄモデリングしてい
く様子をタブレット端末のディスプレイ上の画面で例示している。図１７（ａ）では、物
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件内の３Ｄ赤外線カメラの撮影ポイント丸１から丸６まで順にＳ５１～Ｓ５７を繰り返し
た状態での３Ｄ画像を示している。この図では、撮影ポイント丸１～丸６の近接周囲の画
像が明確になってきており、撮影ポイントから遠い又は死角の箇所の画像がスキャンでき
ておらず、黒色に表示されていることがわかる。一方、図１７（ａ）の６箇所撮影した例
では物件内の各空間（部屋）の全域の輪郭が見えてきた状態にもなっている。
【００５０】
　さらに撮影ポイントでの撮影・スキャン・モデリング（Ｓ５１～Ｓ５７）が繰り返され
、２５箇所の撮影ポイントでの撮影が完了した画面が図１７（ｂ）に示されている。この
段階では物件内の全ての空間において黒色の部分がなくなり、空間が十分に再現されてい
ることがわかる。この状態になると撮影・スキャンが完了したと判断される（Ｓ６０）。
そして、図１７（ｂ）の画像上では、窓ガラスの表示（丸内に「田」と表示）がされてい
る外側の空間を物件外の不要な部分として削除する工程も示している（Ｓ６１）。具体的
には、画像内の１０個のハサミの表示（丸内にハサミ画像を表示）に示すように物件の輪
郭を境界（ハサミ表示を線状にのせた太直線）で認定し、そのより外側のデータを削除す
る。
【００５１】
　作成された３Ｄモデリングデータはアプリケーションソフトウェア上にＶＲ画像データ
として生成される（図１５（ｂ）参照）。このとき上記アプリケーションソフトウェアに
既に物件図面データ（二次元）が登録されている場合には、３Ｄモデリングデータの天面
画像（図１６参照）と物件図面データとを重ね合わせて後述する物件図面として表示する
こともできる（図１５（ｃ）参照）。
【００５２】
　さらに、３Ｄモデリングデータは上述してきた本システムのデータと共に専用サーバ（
クラウドサーバを含む）にアップロードされ、その際、Ｓ５５で測定した撮影ポイントか
らの距離データを基に各作業範囲の寸法を算出し、ＶＲ画像及び物件図面に表示すべく３
Ｄモデリングデータに情報と必要な場合は作業に推奨される材料の説明サイトのリンクと
をiframeタグ等の形式で埋め込む（Ｓ６３）。以上のようにして上述するケース（４）特
定の３Ｄ赤外線カメラを有する本システムの「管理者」又は該カメラが「管理者」から貸
し出された「施主」が該カメラで撮影した物件内の「３６０°撮影画像」から寸法を自動
測定する場合における「３６０°撮影画像の撮影」及び「ＶＲ画像」の作成は実行される
。
【００５３】
　このようにして３６０°撮影画像（ＶＲ画像）及び現状回復に必要な寸法測定（図２の
ＳＴ１０４）が作成されると、３６０°撮影画像及びＶＲ画像から必要な現状回復の作業
範囲と作業項目（作業内容）を認定し、寸法測定された作業範囲及び現状報告、それぞれ
の作業項目に必要な資材及びその費用、職人の人数及び費用等が示された見積書を作成す
る（ＳＴ１０５）。なお、３Ｄ赤外線カメラを使用する場合は、３Ｄモデリングデータに
設置された情報・リンク（図１６　Ｓ６３参照）をも活用する。この見積書は、本システ
ムで図１０及び図１１のフローチャート例のように作成される。
【００５４】
　まず、本システムで管理可能な種々の資材の各商品名、単価及びその型番をサーバ等に
設定する（Ｓ１１）。設定された各商品はそれぞれ必要となる作業項目や単位あたりの作
業範囲を予め設定する（Ｓ１２）。このとき作業項目に応じた商品が複数種類ある場合に
は本システムで推奨するものには後述する商品の抽出・選定の際に優先されるよう設定し
ておくこともできる。また、商品名の在庫条件も設定する（Ｓ１３）。例えば、本システ
ムの管理者で在庫管理を行う場合は在庫数の閾値の設定を行い、在庫管理しない場合はメ
ーカの在庫状態及び発送時期を確認・設定する。上述した３Ｄ赤外線カメラを用いる場合
には、ＶＲ画像等に設定された推奨商品、在庫条件の情報やリンクを設置することもでき
る（図１６　Ｓ６３参照）。
【００５５】
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　次に、３６０°撮影画像から物件内で現状回復作業が必要と認定された作業範囲を設定
する（Ｓ１４）。このとき各作業範囲は図面やＶＲ画像上の位置を番号等で指定・表示す
る場合もある。この場合、図示しないが例えば図７に示す「ＶＲエディット」ページでＶ
Ｒ画像上の場所にそれぞれの番号を指定し、その番号を図６で表示することができる。な
お、各作業範囲の位置を各作業範囲の現状の様子（例えば汚れの程度）も設定することも
できる（図７に示す「コメント」コマンドで特記事項として登録しても良い）。各作業範
囲が設定されるとその作業範囲で測定された寸法と認定された作業項目を設定する（Ｓ１
５）。
【００５６】
　次に、各作業項目の単位作業範囲当りの職人数や１人当たりの単価を設定する（Ｓ１６
）。そして、Ｓ１５で設定された各作業範囲の項目に適当な商品及び型番やその商品一単
位当たりの単価及びその範囲（寸法）をＳ１１～Ｓ１２の設定内容から抽出・選定し（Ｓ
１７）、その作業範囲（寸法）に応じて必要な商品数及び価格を算出する（Ｓ１８）。前
述したようにＳ１２のステップで本システムが推奨する優先商品が設定されている場合に
はＳ１７のステップにおいて優先商品が選定される。また、図１１に示すように各作業範
囲及び作業項目に応じてＳ１６の設定内容から必要な職人数と価格とを算出する（Ｓ１９
）。
【００５７】
　そして、商品名の在庫が具備されているか確認する（Ｓ２０）。例えば本システムの管
理者で在庫管理を行う場合は、在庫数がＳ１３のステップで設定した閾値以下と判定され
ると（Ｓ２０）、その商品を追加発注する（Ｓ２１）。また、在庫管理しない場合は、メ
ーカの在庫状態及び発送時期を確認し、メーカ内の在庫がＳ１３のステップで設定した閾
値以下又は通常の配送時期を超えると判定されると（Ｓ２０）、備考への記載事項を設定
する（Ｓ２１）。そして、Ｓ１８～Ｓ１９で算出された各商品及び職人の価格の総額を計
算し、作業範囲ごとの各商品及びその型番、作業項目、商品数量、単価及び価格、作業範
囲ごとの職人数、単価及び価格、の一覧と共に商品及び職人の価格の総額を表示した見積
書を作成する（Ｓ２２）。
【００５８】
　図８では実際に作成された見積書が示されている。上述したＳ１１～Ｓ１９で設定・算
出された各作業範囲に必要な商品名及びその数量・単価・金額、作業範囲全体に必要な資
材（全商品）の合計額を示した商品一覧（図８上段参照）、各職人（又は業者）の名前・
作業内容・単価・人数、職人費用の合計額を示した職人一覧（図８下段参照）、全合計額
が見積もりとして表示される。商品一覧の右端一列前の備考欄には各作業範囲の汚れの程
度が記載されており、この備考を確認した施主は予算に応じて、作業するか否かの判断を
することができる（右端列の「要否」参照）。なお、「備考」欄には在庫状況を表示する
欄が追加される場合もある。
【００５９】
　再び図２に戻って、ラフ見積が作成されるとスケジュールラフ（工程表案）が作成され
る（ＳＴ１０６）。図１２の工程表作成の略フローに示すように、まず各作業項目におけ
る作業範囲あたりの工数を設定し（Ｓ３０）、図１１に示すＳ１５で設定された各作業範
囲の寸法及び作業項目からその作業範囲における工数を算出する（Ｓ３１）。そして、職
人の１日当たりの工数を設定し（Ｓ３２）、同一職人の日数を算出する（Ｓ３３）。そし
て、職人全体を含む全行程を算出し（Ｓ３４）、各作業範囲及びその工程、一覧表を表示
する（Ｓ３５）。なお、工程表の表示画面例は省略する。
【００６０】
　ラフ見積とスケジュールラフとが作成されると、これを確認した施主が図８に例示する
ラフ見積から実際に所望する各現状回復作業及びそれぞれに用いる商品を選定する（図２
のＳ１０９）。図８のページで施主が商品を選定すると見積額が変更され、正式な見積書
として確定され、施主からオーナーに報告される。報告を受けたオーナーの承認を得ると
（ＳＴ１１０）、本システムにおいてオーナーと選定された職人との受注契約が成立する
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（ＳＴ１１１）。そして、受注契約をもとに職人が選定される（ＳＴ１１２）。
【００６１】
　ここで職人を選定させる工程に言及する。まず、職人は本システムに請負条件とともに
自己の名義等を事前登録する（ＳＴ１０７）。具体的には自己の名義（業者の場合は会社
名）以外に、例えば写真、請負可能な分野、単価、自己アピール等を事前登録する。また
、職人の名義等及び請負条件が事前登録されると（ＳＴ１０７）、職人データ全体の情報
を更新する（ＳＴ１０８）。なお、個々の職人ごとの請負条件が変化すると職人その都度
修正することができ、又、後述するＳＴ１１６の工程で職人が評価された場合にも職人個
々のデータが修正され、このような個々のデータが修正されるたびに職人データ全体の情
報が更新される。
【００６２】
　事前登録・更新された職人の中からその現状回復作業を依頼する職人の選定が行われる
（ＳＴ１１２）。具体的には、図１３に職人選定のフロー図が例示されている。まず、前
述したように職人は自己の名義や請負条件等を事前登録・設定する（Ｓ４０（ＳＴ１０７
も参照））、登録された職人の中から現状回復の各作業項目の請負が可能な職人を抽出し
、一覧表示する（Ｓ４１）。このとき後述するＳＴ１１６での職人評価が高い順や単価の
安い順又はこれらの組み合わせた優先順により一覧表示される。
【００６３】
　実際に職人が一覧表示された状態を図９で例示している。図９の例では、各職人のそれ
ぞれの欄には名義（高橋夢久）、本人写真、年齢（かっこ書き内数字３５）、ＳＴ１１６
での職人評価（ハート印の数及び過去の請負件数（かっこ書き内数字２１）、請負可能作
業（クロス・天井・水回り）、単価（１日／20,000円）、自己アピール（高橋です。（後
略））が表示されている。施主（又は本システムの管理者）がこの中からその作業項目に
対して依頼したい職人が存在する場合にはその職人を選定する（Ｓ４４）。実際には、図
９の各職人の欄内の「オファーする」をクリックする。
【００６４】
　また、施主等がさらに詳細な条件で職人を検索したい場合には各職人の登録情報（Ｓ４
０（ＳＴ１０７））から詳細な検索条件に応じて抽出・一覧表示する（Ｓ４２～Ｓ４３）
。図９の例では、左列の「案件検索」からキーワードやジャンル、職人の所在地域等を選
択して検索・一覧表示する。Ｓ４２～Ｓ４３の工程は施主等が望む職人一覧が出るまで何
度も再検索可能である。そして、施主等が望む職人一覧が表示されると、その職人を選定
する（Ｓ４４（上述同様に図９の「オファーする」をクリックする））。同様に他の作業
項目について未選定の場合には同様の工程（Ｓ４１～Ｓ４４）を行い、全職人の選定が終
了すると職人が確定される（Ｓ４６）。
【００６５】
　職人が選定されると選定された商品（ＳＴ１０９）及びその商品を現状回復作業に使用
する際の資材を本システムで発注する（ＳＴ１１３）。商品及び資材が発注され職人側に
発送される。職人はこれを受け取った後、現状回復作業の工事を開始する（ＳＴ１１９）
。なお、職人は請負契約が締結され（ＳＴ１１１）、商品及び資材が到着する前に工事に
必要な工具のうち足りないものを本システム管理者に借入れることも可能である（ＳＴ１
１８）。図示しないが本システムの管理画面上、借入れを所望する工具を登録することが
できる。事前に本システム管理者は登録されている商品を用いた現状回復作業に必要な工
具を在庫し、職人側がアクセスする管理画面上に工具の在庫数、貸出期間等を表示、選択
できるようにしている。
【００６６】
　職人は現状回復作業工事が完了すると本システムの管理者に完了報告を行い、その後、
本システムの管理者が完成後の物件内を写真撮影する（ＳＴ１１４）。このとき現状回復
作業の完成状態をチェックし、本システムの管理者（施主の場合もある）が不完全と判断
した場合は職人側に手直しを要請する場合もある（ＳＴ１１５）。
【００６７】
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　また、３Ｄ赤外線カメラでＶＲ画像を生成した場合等には完成状態のチェックや手直し
が完了した後（ＳＴ１１４～ＳＴ１１５）に、再度、３Ｄ赤外線カメラを用いて物件内の
ＶＲ画像を生成する場合もあり得る（図示せず）。この場合には完成後の物件内で図１６
に示すような工程を行って３Ｄモデリングし、生成されたＶＲ画像を施主に提供又は新た
に本システムの活用を所望する施主等にサンプル例として提供等することもできる。
【００６８】
　そして、施主に報告する。施主は現状回復作業の状態や工期の遵守、手直しの有無等を
考慮し、本システムの管理画面上で職人の評価を行う（ＳＴ１１６）。この評価に基づい
て前述の職人データの情報が修正され、更新される（ＳＴ１０８）。そして、施主は既に
提示された見積書に基づいて作成された請求書により現状回復作業費を決済する（ＳＴ１
１７）。現状回復作業費が決済されると職人は本システムの管理者のシステム管理料を差
し引いた工賃を受け取る（ＳＴ１２１）。このとき借入れ工具がある場合は、その返却が
工賃を受け取る前提条件となる（ＳＴ１２０）。以上が本システムにおいて現状回復作業
の依頼から工事完了までのフローの一例となる。
【００６９】
　なお、上述してきた本システムの第一の実施形態では、施主、本システム管理者及び職
人の間で本システムの管理者が管理して契約する例が示されているが、各職人は職種に応
じて種々存在し、その請負形態も旧来式を含め種々混在するため別途個別に職人たちに契
約するルートも残しておく場合もあり得る。
【００７０】
　次に、本システムで可能な第二の実施形態としてのリノベーション例について説明する
。図２の例においては本システムで現状回復作業の管理方法について説明してきたが、本
システムでは物件を所謂リノベーションする場合にも活用される。具体的には図１４を参
照する。この第二の実施形態例では具体的な画面入力については省略する。なお、図１４
の例において参照番号の下二けたが図２の例と同一の場合は、近似又は同種する工程を意
味している（例えば、図１４における図面登録ＳＴP２０１と図２における図面情報登録
ＳＴP１０１とは同種の工程である）。
【００７１】
　まず、本システムを活用したリノベーション工事を望む施主は、本システムに物件の現
状の図面（図面情報）及びその予算を入力し、登録する（ＳＴ２０１）。また、施主が図
面情報等の登録（ＳＴ２０１）が完了すると、施主は予め設計費用を前払いする（ＳＴ２
３０）。上述してきた現状回復作業工事と異なり、リノベーション工事の場合、定型的な
作業や工期がなく、又費用も多額となるため施主に費用を前払いさせ、その中で最も施主
の希望に沿える職人等の提案を本システム管理者側から行い工事実行させ、完了後に残金
を返金することが管理上、好ましい。
【００７２】
　施主からの図面等登録や設計費用の前払いが完了すると、図２で前述したように物件内
の現状の３６０°写真の撮影や３次元寸法測定が行われる（ＳＴ２０３）。このときの寸
法測定は、図２の例より詳細な３次元寸法測定が行われ、本システムの管理画面でこれを
職人がアクセスできるよう表示する。また、既に前述した本システムでの現状回復作業の
実績があり、その物件のＶＲ画像が作成されている場合にはこれも次に説明する職人側の
アクセス画面の物件表示に活用することもできる。
【００７３】
　本システムでは、登録された現状図面や予算、３６０°撮影写真（３６０°撮影画像）
、３次元寸法を表示して全国のプロ／アマのリノベーション例の提案競争を促す所謂「設
計コンペ」を主宰する。この「設計コンペ」において職人は、現状図面や予算、３６０°
撮影写真、３次元寸法の表示を見て、自己のリノベーション例の提案を入力する（ＳＴ２
３１）。施主は「設計コンペ」で職人たちから提案された図面の中から希望に沿う図面を
選定する（ＳＴ２３２）。施主による図面の選定が終わると強度計算なども含めその図面
に応じたリノベーションが実現可能か本システムの管理者が検証を行う（ＳＴ２３３）。
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【００７４】
　そして、図２のＳＴ１０５で前述したように３６０°撮影画像（やＶＲ画像）及び必要
な寸法測定からリノベーションの作業範囲と作業項目（作業内容）を認定し、測定された
作業範囲やそれぞれの作業項目に必要な設備（資材を含む）及びその費用、職人の人数及
び費用等が示された見積書（見積ラフ）を作成し、本システムの管理画面に表示される（
ＳＴ２０５）。見積書が作成されると施主に報告され、本システムの管理画面から見積書
を見た施主が自己の予算に応じて所望する商品を選定する（ＳＴ２０９）。本システムは
選定された商品からＡＲで具体的なリノベーション工事後のイメージも表示し、施主に提
供することができる。また、選定された商品に応じて見積書が再作成され、リノベーショ
ン工事に必要な費用もリアルタイムで本システムの管理画面上に反映される。
【００７５】
　商品の選定が確定するとＳＴ２０５で作成された見積書（見積ラフ）が正式な見積書と
して確定され、本システムを介して施主側と職人側との受注契約が成立する。このとき施
主から契約金が本システムに前払いされる（ＳＴ２３４）。本システムは基本的にその管
理者側が前払い金を受け取り、仲介システムとして工事完了後に職人に支払われる。受注
契約が成立し、前払い金の入金が確認されると本システムにより職人が選定される（ＳＴ
２１２）。
【００７６】
　職人の選定工程も図２と同様に、まず職人は本システムに請負条件とともに自己の名義
や写真、請負条件、自己アピール等を事前登録する（ＳＴ２０７）。また、職人の名義や
請負条件が事前登録されると、職人データを更新し、事前登録・更新された職人の中から
そのリノベーション工事を依頼する職人の選定が行われる（ＳＴ２１２）。
【００７７】
　職人が選定されると選定された商品（ＳＴ２０９）及びその商品をリノベーション工事
に使用する際の設備（商品・資材を含む）を本システムで発注し（ＳＴ２１３）、職人側
に発送される。職人はこれを受け取った後、リノベーション工事を開始する（ＳＴ２１９
）。工事が開始されると本システムの管理者は適宜、リノベーション工事の進捗について
現場監督を行い（ＳＴ２３５）、工事が完成するとその写真を撮影して施主側に提示する
（ＳＴ２１４）。そして、リノベーション工事後の物件が本システムの管理者から施主に
引き渡され、施主は既に前払いした契約金（場合によっては設計費用）と実際に必要にな
った費用との差額の残金を施主に支払う（ＳＴ２１７）。これによりリノベーション工事
の管理が終了する。以上が本システムの第二の実施形態例としてのリノベーション工事の
依頼から工事完了までのフローの一例となる。
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